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£FTA 11，023 13，040 14，784
£C 15，048 17，175 19，106
海外領土 6，717（輸入総額の14，7％） 6，944（13．2％） 7，045（1L6％）
輸出
EFTA 9，671 11，257 14β99
EC 5，005 5，728 7，230
海外領土 6，688（24．4％） 6，490（2L5％） 5，165（14．7％）
出所　ポルトガル国立統計局（INE）1973年
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ポルトガル革命とアフリカ植麗地の独立
　サラザールのファシズム体制は，権威主義的な上からのファシズムで，政治警察とサラザール
個人のカリスマ性が政権維持の大きな支柱となっていた。そのサラザールが，1968年9月脳出血
で再帰不能になり，1970年7月に亡くなったことと，政治警察の活動の中心が，植民地の対ゲリ
ラ情報宣伝活動に移り本国の要員が半減したことが，この体制の継続を難かしくする。サラザールの
後継者カエターノは，サラザール程のカリスマ性もなく，政治手腕もない植民地法・憲法学者であり，
1973年夏の士官学校出身士宮の昇進問題直訴の処理を誤り，これが1974年4月25日のクーデター
につながって行く。このクーデターが比較的簡単に成功したのも，政権自体が相当衰弱していた
証左であろう。
　4月25田クーデターに続く急激な変革も，ポルトガルのヨーwッパ化により，永年締えられて
いた国民一般の自由化への要求が，一度に噴出したものといえよう。ただこの全体的なピクチャ
ー
の中で，ポルトガル革命の個々の局面の展開をたどってみると，農地改革，国有化，箪部と人
罠の連帯のひとつのパターン，プチ・ブルの変革における役割等，先進国，発展途上国双方の変
革の問題について，幾つかの示唆を与えるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
1）SARAIVA，ノ∂s6．肋tonio．「て）25　de　A　bril　viStO　da　H奮め7ia　’：Msboa　19π∫．　P5◎－3．　S王LVA，　Vicente
∫◎γge共著
2）　BARRETO，　Ant6nio．’“o　Estado　e　a　Reforma　Agrariaヱ97476　CZisbeaヱ9S3．　P542－3．em　A　ntigise
Soclal簸Q．77－78－79
3）CARVALKO　Otelo．ESaraiva　de．「’4　lvo　rada　e7n、4bril”lisboaヱ984．　P478．　P63餅9
4）ALMEIDA，0歪漉de．　c’A　scenSho，　APogeu　e　Q〃eda　do醒．　E　A．　vol　r？242－260、
5）　　P玉NH（），　Ivo．　t”Secto’1’　pitbl｛co　e）n♪γesa｝ゼα乏　1？a　ec◎？iσ？IZ｛a　f）oγtz‘9t｛esα　ぐぐEcono，｝t　
ia　e　S◎cialisme，∫2tglae
　　ヱ976．P41．
6）SARA王VA．ノ∂se／intonio．ρヵ．　cit．正）．82　P．1281
7）　ldem．　Pl26－131
8）　ALM£IDA，　Dt’n　iz　de．　op．　cit．　P，55
9）CUN猛AL，　A｛vaTo“’DtScεtrsoS　Po｛iticos（1），（2＞”Lisboa　l97S
10）　SARAIVA，ノ∂se，／1螂o顧｝．ρか．　cit．　P王22－3．
11）COSTA，　Ramiro　da．「り∠）esenvoi〃加酬o　do　Capitaiis？no　eηn　Portugal”Ltsboa／975．
12）　　fdem．　P．76－9
13＞　ノde’m．】P．148．
｝4）　　IdeT｝t．　王）．175一州6．
15）　Idem．　P，179－180．
16）　Ide”z．　P．207
1？＞CARVALHO．　Oteio　SaraiVaゴe．　OP．　cit．　P王8
ま8）　　」「とle｝n．　P。46，　P51．
19）　Idem．　P．127－8。
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20）SARAIVA，ノbse　Antonio．　op．　cit．85．
21）　COSTA．　Ramivo　de．　op．　cit．　Pl49
22）CARVALHO．　Otelo　Einraiva　de．　P27
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主要参考文献）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈国軍運動＞
1．ALMEIDA，　Diniz　t？Orige？｝n　e　Evolttgao　do　Moviment◎dos　Capita”es’1　t’Ascensho，　APogezt　e　Qiteda　do
　　M．F．　A．”　ρo以，　vot　II
国軍運動左派の最も行動的なアルメイダ大尉の「大尉運動の起源」から国軍運勤の分裂・衰退までの間の
克明な記録。3巻計1，420頁のうち，クーデター計画書，国軍運動総会議事録等を含む付属資料300頁。
2．　CARVALIKO，　Otelo　de．”A　lvora　da　e」n　A　bγil’
4月25日クーデターの軍事行動を指揮し，次いで国軍運動直属司令部（COPCON），リスボン軍管区司令官
として，国軍運動三派のうちの一派（新左翼系）の首領となったオテロ少佐の惣伝的手記。本文476頁の外
付属資料149頁。
3．　BRANCO，　Manuel，「て）s　Comandos　Izo君永o　da　Revoh｛ca－o・’．　cobnbra　lg7Z
国軍運動の分裂・蓑退を保守派（コマンド部隊）の一将校の立場から綴った手記。多数の保守派薪聞記事
を収録。　・
4．EAYE，／ean　Piexre，℃Po　rtugal　de　Otelo　”
国軍運動解体の原因となった11月25日事件を，ラッセル委員会が1976隼1月現地調査したもの。国有化さ
れた企業におけるその後の労働者による自主管理状況の調査等も含む。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ファシズム体潮＞
5。CAETANO，　Marcello．　t’DePoime7zto’；Rio　de　laneiro　1974
4月25日クーデターで追放されたカエターノ元酋桐の手震己。亡命先のブラジルで出版。櫃畏地問題の平和
的な解決をスピノラ等の軍入が要求するようになった経緯等，植民地行政についての釈明。
6．　SALAZAR，　Antonio　de　Oliveira．　tン1ntologia”CoimbTa　1966
独裁者故サラザール首相の1909隼から1966隼までの間の講演・演説，インタヴュー，論文抜粋などを編集し
たもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜典産党＞
7．CUNHAL，　A　lvaro．‘Z）・i＄ctt．？’sos　Potiticos”　〈1）（2）（3×4×5）巻
ポルトガル共産党書記長クニャールの演説集，1974年4月30日より，1975年11月1帽までの分。（4）巻は選
挙演説，㈲巻（75年5～11月）から体裁が変った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜農地改革・国有化＞
8．　BARRETO，　A　
Rtonio．’“O£s£α〔io　eαRefoγ7nαAgγのゼαヱ9ア4一ア6”
1977年社会党政権の農梱として，農地改革整理法を成立させたパレットの論文。1983年、A　nalise　Sociai　it．
掲載。
9．P至N㍊0，んo”Sector　pztblico　emPresariat　na　eco？zomia　po？rtztgttesa，　comparagao　inter7tacio7za！”
国有化の漫禽，国際比較についての論文。Economia　e　Socialismol976年7月号掲載。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ポ革命の解釈＞
10．SARAIVA，　／ose　A　ntonio”O　25　de、AbVil　viSto　da　HiSto　ria　’1　vicente　fo　rge　SilVaとの対話。
歴史家（思想的には申道右派か）の晃たポ革命。
11．COSTA，　Ramiro　da．”o　l）esenvotvi？nento　do（〕apitaliSMo　em　Poγ飯劇」”
1975年，祉会主義暫左派運動（MES）に属する著者がプロレタリア革命の可能性を探るため，ポルトガ
ルにおける資本主義発達の過程を分折したもの。
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　　　　ポルトガル革命とアフリカ植民地の独立
事件の推移（1974年4月25日～1975年11月25繍）
植民地解放 年 月
　　一・→右への動き（制度化奮む）　　　　　　　　　　　　　　　事件概要・一・一左への動き（変革）
1974年
4月25Ei リスボンで国軍運動のクーデター発生，リスボン市混の参
加。
（植民地問題の平和的解釈・国内体制の民主化要求）。
｝
） 26田 救国評議会（三軍の上層部の将審による）結成。
（少壮将校が結成する屡軍運動表薗より引込む〉。
5月15沼 スピノラ将軍臨時大続領就任（救国評議会員間の互選〉
1
｝ 16日 パルマ。カルロス酋摺（弁護士，反サラザール，りべ
ラル）第一次臨時政権
（ソアーレス社会覚書記長外相，クニャール共産党霧
言己長無任相等運合内覆〉。
ギニア・ピサオとの独立交渉ソ 〃 25日
アーレス外相国民投票等要求，
ギニア・ビサオ振否
ノ
ノ 31日 国軍運動代表7名，救懸評議会7名，民問人伐衰7名によ
る，蟹家評議会結成（羅軍運動，藷派の代蓑護羅1。
モサンビックとの独立交渉ソア 6月6田
一 レス外獺に対し無条件独立要
求
ノ
ノ 8顯 團軍運動総会（4月25日クーデターに参加しなかった将
校を60％も含む）モサンビックの無条件独立要求反頬
決議。
〃
ノ
ノ シルヴェリオ・マルケス将軍（スピノラ派〉アンゴラ
総督に就任。
〃 13田 スピノラ将軍の圏軍運動批肇彗始まる（19蕪スピノラ・
ニクソン会談）
ノ
ノ 23冒 オテロ陵攣少佐COPCON（薪設の翻軍運鋤藏韓買玉令・部｝兼
リスボン箪管区鶏令窟に任命。
アンゴラ総督贋の肝入りによ
り，白人を主とするFRA結成 7月9日 バルマ・カルロス首穣辞任
（閣僚の旺命薩，選挙の延期等要求したが認められなかっ
たため）。
｝
｝ 13E｛ ゴンサルヴェス陸軍大饒首相に（幽軍運勤指導者）
（国軍運動政治の蔚薦に）。
（中国，ルーマニア，FNLA
に武器供与か）
ノ
ノ 24鷺 植昆地に態する独立付与の準備として憲法第ユ条1領土）
瀞1除。
ローザ・コウテイニ鍵海軍大舵（蟹軍運動縦表）アンゴラ
執政協議会議長に。
ギエア・ピサオとの独二立務定調 8月4霞
印
7醸 スピノラ派樗校，鷹家評議会躍軍越動謳整婁嚢会（4
月25蕪クーデターを計諏した少詮将校グループ〉の廃
止要求マニフェスト署名蓬動　（調1整婁貴会倒は下士奮，
兵に広く呼びかけ勢力均衝）。
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モサンビックとの独立協定調印
翌年6月25日独立予定
モサンビックの融人1万入Wレ
ンソ・マルf「ス放送周占拠
アンゴラ独立交渉の前提として，
三分裂している解放戦線腿の協
プ」協定交渉19＃j始
UNITA一罫NLA問協力協
定成立
UNITA－MPLA間協力協
定哉立
MPLA－FNLA聞協力協定
成立
アルボール協定締結・岡年U月
111に独立予定。
（米国，ソ連より資金，多盤の
武器f共与始まる）
学報第70－3弩
22日
9月7沼
〃10日
〃26潤
f！28日
（9月28H
事件）
10月
30賎
〃　23Ei
11月　23　wa
〃25日
12月18日
〃28霞
1975年
ギニア・ピサオ駐とん軍，團軍運動調整委員会批調決
議。
　　スビノラ「声なき多数派」けっ起呼びかけ演説。
ヴ’fトル・クレスポ海軍大佐（團箪運動代表〉モサンビッ
ク高等弁務窟に任命。
スピノラギ声なき多数派」リスボン閥集場で示威集会。
スピノラ，中部・北部より「声なき多数派」リスボン
に集め，デモ計画，オテロCOPCON翅令密，ゴンサル
ヴュス首根を大統領営廷に拘束，国営ラジオ・テレビ
局を保守隊（GNR＞に占拠させる。
共麗党，社会党慶派「声なき多数派」集結を限止するパリ
ケー一ド築き大衆動員。国軍運動後から駆けつけ支援（りょ
う銃699丁，ピストル118丁等押駁）。スビノラNATOの介
入打診するが文霧を要求され断念（Ai’meida　a　182～7
翼）。（BBCスピノラ・クーデター成功と誤報）
スピノラ辞任。
コスタ・ゴメス将軍臨時大統領就任，ゴンサルヴェス酋梢
第三次臨時政権組閣。国軍運動上部婁員会（conse！ho　do
20＞結成，躍家評議会改組。
資本逃避始まる。
国軍運動，翌1975年3月に棚憲議会選挙実施すること
を公表。
国軍運動全爆緩識代表選出（各軍管臨溺，任命制によ
る従来σ）國軍運勤アクティヴィスト，プラス選出代議
員きこより購成）o
下士窟，兵による“連帯する兵士は勝利するS．U．　V．”緩
織結成。
羅軍運動の地方住民啓発運動始まるが，中部・北部で儒民
の反揆激しく，翌銀2月中止。
麟軍運動総会で緊急経済復興計画（インフレ，不況，資本
逃避鮒策）討議始まるが議論分裂。
1月4田　緊急経済復興計瞬アントゥーネス（穏健派）案報密（企業
　　　　　の陽有化時期尚早，銀行への介入条件付驚，農地改革可），
　　　　　左派は満足せず。国軍運勤急進派・穏健派分裂のきざし。
　　　　1ゴンサルヴェス首相ファビアン参謀長，急進派の自重要講。
〃　15日 アンゴラの三解放戦線との間の独立交渉成立。
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アンゴラ，アルボール協定守ら
れず3月中旬より衝突続発
アフリカ統一機構アンゴラ介入
討議
アンゴラの醤都ルアンダで大規
模なMPLA－FNLAの武力
衝突始まる
ポルトガル革命とアフリカ植民地の独立
〃28日
2月
3月1旧
（3月11臼
事件）
〃14H
〃26日
4月1嘱
〃15日
〃16霞
〃25露
（鰯憲議会
選挙）
5月1霞
5月19日
ノノ27霞
6月2霞
労働組合の全麟連合会を単一とするか，複数制にするかを
めぐって屡軍運勤総会。共産覚の主張する単一制採択。
　　複数制（社会党主張）を支持する穏健派の離反明瞭と
　　なる。
南部大農園で休耕地の農民による占拠が始まる。
　　スピノラ派クーデター失敗（3月8日極左による保守
　　派要人・財界人1，500入暗殺計画の噂流葎）タンコス空
　　軍基地降下部隊160人，上宮の命余により国軍運動急進
　　派の拠点リスボン軽砲兵連隊（RAL1．！肋灘漉が
　　副司令官）内・外に降下し，同砲兵連隊を奇襲。砲兵
　　連隊，周辺に集まって来た数千の群衆の一部に武器を配
　　藷して航戦，クーデター失敗（苑巻1）。スピノラ，タ
　　ンコス基地よリスペインに亡命。
革命評議会設立（睡軍運勤上部委員会を拡大改組陸16，海
7，空8の代表）。
銀行（外銀を除く），保険会祉罵蒼化。
ゴンサルヴェス糞相第四次臨時政鰐組麗（経済閣鐙入れ代
る）。
躍軍運動～政党間の協定成立（制憲議会選挙実施の潮
提条件〉
（制憲議会選挙は，新憲法鰯定のためだけのもので，
選挙の結果は，その後の臨時政蔚の緩麗に反映させな
い。革命評議会及び国軍運勤総会を艇憲法の中で，立
法府と併存する圏権のひとつの機関として捌度化する。
但しこれは3年以上5年以下の暫定期問のみ。）
最初の農地解放令（政令第203－C＞公布。
石油，電力，運輸部門国有化。
　　ボルト市でヨーロッパ社民党党菖会談（擬憲議会選挙
　　戦，ボ社会党にテコ入れ）。
調憲議会議員選挙実施（30政党参加，投票率91．23％）
（社会党37．87％，　PP王）一中道右派一26．38，　共産党
12．53，CI）S（カトリック）7．65，蟹軍運動急進派
は，選挙実施尚早と思う選挙民は霞粟を投ずるよう呼
びかけるが，結果は無効票を含め6．94％〉。
メーデーにおける擾・共対立（社会党が選挙の結果に
自信を得て巻きかえし始める）。
社会党系露潤紙レププリカ事件
（岡縫の労働鷺委員会が役会党系編簗長逓畠し，需主鶯理
始める。社会党からの要請により，㎝時閉鑛する）。
カトリック系ラジオ筆レナセンサ放送潟，薪左翼系労総薦
拠，（ゴンサルヴェス誉相教会に返還支詩，オテrr　COP－
CON司令審労組支持）。
謂憲議会審議開始。
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モサンビック独立
アンゴラからのポ人集懸引揚げ
パニツク
アンゴラへの南アの介入（時
期？）
学報第70－3号
〃21田
ノノ25E｛
7月8E｛
〃10日
〃　12田
〃　13El
〃17珊
〃　19賑
〃21田
〃23臼
〃25日
〃29際
〃31醸
8月7鰻
革命評議会「政治行動計画」（社罠路線〉採択。
COPCON広報部（思想的には新左翼）提出の「国軍運動と
入幾の逮帯」構想慕本文書，麟軍運動総会で承認（穏健派，
先の政治行動計画と矛薦するとして欠席）。その内容はま
ず，注居区単位で5年以内に人民議会を全国につくり，人
罠議会が生産手段を所有。以降市，県，全国と人畏議会を
積み上げて行き，それぞれのレヴェルの人畏議会に対応し
て，軍の駐とん部隊，運隊，軍管区等攣の代表餐が参画す
る）。
社会党，レプブリカ紙が国軍運動任命の編集長のもと
に再鰻したことに抗議して，臨時政府より閣僚引揚げ。
労鋤者委員会（自主管理）全国書詑局設立。
リオ・マイオール（リスボンより北東70km）の共産党
支部焼打ち
PPD（申道右派）党閣僚引揚げ（ゴンサルヴェス内
閣解体）。
　　アヴェィロ市・ボルト市（いずれも北部）共産党支郵
　　焼打ち
リスボン蟹軍運勤支持デモ　　　　．
　　社会党フォンテ・ルミノーザ反政腕0万人集会。
共崖党ボルト市でゴンサルヴェス首栢支持集会。
コスタ・ゴメス大統領，ゴンサルヴェス首相，オテロ
COPCON驚令宮の三頭抵導体制を国軍運動承認。
国軍運動穏健派集会（60入の士官出鷹），ゴンサルヴェ
ス酋楊の退陣要求。国軍運動総会における陸軍代議員
の増加要求。
国軍運動総会において，ゴンサルヴェス酋相i革命のプロ
セス自体が，社民主義と社会主義間の選択を我々に教えた。
資本主義を沈めるしかない。環段階ではプチ・プル無視も
止むを得ない1癬発霧（A　li・neide　2．20餅2ヱ0頁，アルメイ
ダはゴンサルヴェス派。）
コスタ・ゴメス大統領は「西側の経済ボイコットには耐え
られない」蟹説明。
　　陵軍中部軍管区（コインブラ），穏健派支持表明。
陵軍北部軍管区（ポル5＞将校懸，国軍運動急進派コ
ルバショ岡軍管区司令営を追放。
穏健派アントゥーネス文書（革命評議会委員　31名rp　9
名が発趨人）軍部内で署名集め始める（国脊化のテン
ポ早過ぎ，少数のラジカルが無政府状態を作り出して
いる。東欧式の社会主義を駐指さず，プチ・ブルも含
めた蟷広い層の支持を基盤とするため，ゴンサルヴェ
ス首網の退陣を要求するとの趣旨）
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アンゴラへのキューバ介入（蒋
期？）
アンゴラ残留軍代表帰魍し，本
国からの交代部隊がアンゴラ行
きを拒蒼しているため兵員不足
し，ポ入の引揚げも保護できな
い旨訴える。
ポルトガル革命とアフリカ植民地の独立
1
〃8嚴
〃13日
ノノ13
～ 17E｝
〃　18　H
〃2細
／／25沼
〃29潔
9月2E］
ノノ5臓
〃10霞
〃　19E｛
〃　2正｝
〃27霞
ノノ30贋
1
第5次臨時政府ゴンサルヴェス首媚で発足。
COPCO　V（新左翼）文書公表（アントゥーネス文書に対す
る反遊。
現在の危機は資本主義を解体した空間を埋める明礁な政策
がないため。経済危機の影響を最も受けているのは，［ISC
労働者や南部農業労働者ではなく組識のカで保護されてい
ない中・小自営農，商工業者で，これが保守派に利用され
ている。これらの蓄を救済する描澱をとることと，EC，
EFTAに従属しない自立経済路線を函標とすべきとの趣
旨）。
　　リスボン陸軍軍管区認令官会議でアントゥーネス文書
　　讐名者が多いこと判明（この会議でオテロはCOP－
　　CON文書弁護するが，ゴンサルヴェス螢頓とは慧疑
　　を異にすること示唆）。
穏健派革命評議会委員9嶺とオテ躍COPCON講余・震
の会談，ゴンサルヴェス退陣に向け話まとまり，ゴメ
ス大統領に報告。
ゴンサルヴェス菖梢「國軍運動の中に革命の環想を裏切る
潜がいる」との弾該演説（アルマーダ体育館〉
「アントゥーネス文書」と「COPCO翼文警」の訴衷案
（z）ocu7Jle72tθ　s’i’Yttc，se〉をオテwと，アントゥーネスで
作成するが，COPCONのオテwの都下癒否。
革命統一戦線（FUR）結威（ゴンサルヴmス醤擢支持の
共産党とCOPCON文霧支持の凝窪翼諸政党の連愈。蟻し
共麓党は5｝ヨ後に離脱）
ゴメス大統領，
謀総長に任命。
ゴンサルヴェスを首掘から解任し，参
陸軍代議員会議（罵軍運動総会陸軍部門）ゴンサルヴ
ェスの参謀総長就任反対議決。
国軍運動総会，革命評議会の故纏決議。ゴンサルヴェ
ス及びゴンサルヴxス派革命評譲会委轟解臨
COPCON：ヒ宮フェノレナンデスニ大欝，槙難地よ肇鱗捲｛デた
小銃ユ，00魯丁を新蕊翼PRPに横流し発覚。
アゼヴェド提督（穏健派と急進派の申闘）内閣発建（投会
党，PPD，共産党入閣）
揚病兵鐡体，首相窟廷前座り込み（コマンド部隊排除）
南部で農業労働者による大農地占拠急速に拡大。
「運螢する兵士は勝利する三下士蜜・兵緩識，各地で士賞
の右傾化にサボタージュ。労働薯委縫会（慈叢管理〉金麟
大三≦き　（2ア～28ff＞。
在ボルトガルスペイン大使館焼打ち（7sペインにおける政
治狸5名処鋼抗議〉（COPCO賛5）濃安出動遅れる）。
アぜヴェド着相，軍にリスボンのラジオ・テレビ局占
拠命ずる。
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MPLAによるアンゴラ人民共
和国独立
掌報第70－3考
〃
10月9日
ノノ22Ei
〃　28　R
11月7日
9日
10E｛
llN
12～13日
18E｛
ノノ20日
〃21日
〃23曝
〃　24［ll
1
圏軍運動友派集会（労働者委員会オブザーバー・右派クー
デターの兆しがあれば，災間入に武器配布する打倉せ一
Agmeida　L？．292頁）。
アゼヴェド首相COPCONだけでは治安維持できない
として治安維待軍（AMI）設立。コマンド部隊（職
能派軍人のジャイメ・ネーベス大佐指揮のグリーン・
ベレー）中核に編成。
レナセンサ放送局労組，軍が占拠していた放送施設とりも
どす。
空軍参謀本部，下士宮委員会の委員選挙やり直し命ず
る。
政府の命令によりタンコス降下部隊，レナセンサ放送
施設爆破。
タンコス隆下部隊の下士宮・兵の中にレナセンサ放送施設
爆発命令がもととなって抗命運動拡がる。
タンコス空軍基地の士官123人，瞬基地を放棄しシント
ラ基地に集結。
建設労働餐魍会を包囲，醤獺及び議員を監禁。
アゼヴェド内閣，統治する条件が整うまで，行政機能
停止スト。
アゼヴェド首桐，政府スト解除の条件としてオテmの
解任要求。
革命評議会，オテWの代りにリスボン軍管区溺令富と
してヴァスコ・mレンソ大尉（穏健派）任命，オテロ
はCOPCONの司令宮の任にのみ留まること決定
（COPCONは（反革命防止）作戦本土司令部でリスボ
ン軍管区司令富より上位にあるが，実際の指揮系統か
らは棚上げ）。
COPCON士窟会議，オテロのリスボン軍管区司命官解任
反対決議。代りにアゼヴェ鍔着梱の更送をコスタ・ゴメス
大統領に要求にの際アルメイダはオテロの態度を不決断
として批判3－349頁）。
　　コマンド部隊（AMI本部〉に職能派軍人ラマリョ・
　　イアネス申佐等集結。
北部空軍基地コルテガサにタンコス空軍基地を放棄
（下士官の不服従により）した空軍±宮集結。
リオ・マイオールの虜営農逮盟，避路封鎖（リスボン
への生鮮食品等流入ストップ，上水道管爆破を予吉）
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潔ルトガル革命とアフリカ植民地の独立
〃25日　タンコス降下部隊下士官，兵がリスボン軍管区空軍基地，
（11月25　空軍総司令部等占拠空軍参謀長モライス・ダ・シルヴァ
日事件）、等の解任要求。
　　　　　　　コマンド部隊出動，征圧（前出の参考文ma　4のラッセ
　　　　　　　ル委員会は，中・北部の職能派軍を数に入れない等，
　　　　　　　左・右兵力の評価に誤りあり，アルメイダ自身はリス
　　　　　　　ボンだけ考えても兵力は均衝か若干急進派不利と評
　　　　　　　働
26～27日
12月6日
オテv，COPCON士官からコマンド部隊に対抗して急進
派全体の指揮を取るよう要請されるが不決断。繍営ラジ
オ・テレビ局をおさえるためRAL1を出動させたアルメ
ィダ逮捕さる。
軍の急進派各部隊が警戒体鰹を敷いただけで動かなかった
ためか，市民の動き少数（各地で4～569入）。
　　オテロ，ファビァン陸軍参諜長等園軍運動庄派将校解
　　任，COPCON解散。
　　職能派軍入ラマリョ・イアネス中佐総舎参謀本部長に
　　就任
　　（翌1976年6月27日大統領に選出さる）
〔了　〕
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